
出水市環境基本計画の一部（R4.3策定）計画名

出水市全域対象
地域出水市提出機関名

地下水、防災・減災、生態系保全メイン課題

地下水かん養機能の確保等による水循環の確保や下水道の整備や排水対策
による水質の改善と維持等により「住み続けられるまち」、湿地の保全・
再生や学習事業等により「多様な自然に彩られたまち」などを目指しつつ、
計画全体では将来像を「未来に羽ばたく環境都市 みんなで守り育てる清
らかなまち」として取り組む。

計画概要

地下水も含めた豊かな水の保全の他、ラムサール条約湿地へ登録されてい
る「出水ツルの越冬地」に係る保全や、過去の水災害も踏まえ、ハード整
備やEco-DRR推進に取り組み気候変動や地球温暖化への適応策も実施。

計画の特徴

出水市（計画策定主体）【実施体制】

○都道府県
地方
公共
団体

-政令指定都市

○市区町村

○国の地方支分部局

〇有識者

〇事業者

〇団体（NPOなど）

〇住民

-その他（ ）

【新規】｢出水市環境基本計画｣の一部の概要

計画対象地域
（出水市全域）

○計画体系
将来像 基本目標 基本的方針 基本的方向

①カーボンニュートラルの推進

②気候変動や地球温暖化への適応

①廃棄物の発生抑制

②リサイクル等の推進

１ ツルとの共生 ①適正な保護管理

①生物多様性の保全

②鳥獣被害対策の推進

①自然とのふれあいの場や機会の創出・保全
②自然景観の保全

①大気環境の保全

②騒音や振動の発生抑制 等

①水循環の確保

②水質の改善と維持

③土壌環境の保全

①身近なまちなみ景観の保全

②歴史的なまちなみ景観の保全

①環境教育・環境学習の推進

②環境保全活動の推進

２ 環境情報の共有の推進 ①正確な環境情報の収集・共有

３ まちなみ景観の保全

みんなが主役のまち

～環境保全活動と情報共有の推進

～

１ 環境保全の人と地域づくり

住み続けられるまち

～快適な生活環境の保全の推進～

１ 快適な生活環境の形成

２ 豊かな水・土壌環境の保全

２ 豊かな自然環境の保全

３ 自然とふれあう場や機会の

創出と保全

未

来

に

羽

ば

た

く

環

境

都

市

み

ん

な

で

守

り

育

て

る

清

ら

か

な

ま

ち

 

出

水

安心して暮らせるまち

～気候変動対策の推進～
１ 気候変動への対応

ごみの減量・資源化を進めるまち

～循環型社会形成の推進～
１ 循環型社会の構築

多様な自然に彩られたまち

～自然共生社会形成の推進～

市民、事業者、学識者、行政職員などで
構成する富士市環境審議会と連携しつつ、
市民、事業者、市の協働により推進。

報告･公表

意見･提言

意見･提言･協力

支援･協力

協力･連携

報告 意見･提言

○推進体制

○進行管理

環境施策活動報告
調整

評価

検証
取りまとめ

調整


